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会議次第 

開 会 

  

 １ 議題 

 

（１） 第７期中央区区民会議重点行動の検討について 

 

 ２ その他 

 

 閉 会 
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  主な内容は次のとおり。 

（◎会長の発言 ○委員の発言 ●事務局の発言） 

 

開 会 

区民会議規則第３条第３項の規定により、飯島会長が議事を進行した。  

◎出席者は２３名であり、会議の成立要件を満たしている旨、報告した。 

―傍聴希望者 なし― 

 

１ 議 題 

（１） 第７期中央区区民会議重点行動の検討について 

３グループに分かれて、各グループの検討内容についてグループワークを行い、各グ

ループの進捗状況を発表した。 

 

グループ１（発言者：加賀谷委員） 

グループ１の重点的な取組は、「子育て支援」と「子どもの健全な育成環境の充実」

で、学習支援や無料塾の現状などについての意見や質問が出た。 

事務局から中学校で行われている補習授業としての学習支援授業の説明を受けた。し

かし、中学校５校で行われている学習支援が今年度で終了してしまう。また、小学校で

も行われていた学習支援が令和２年で終了している。なぜ学習支援や無料塾が地域で課

題となっているのに、学習支援が終了してしまうのかという質問が出た。 

無料塾などは地域で偏りがあるが、公民館では夏休みに学習室を開放して学習支援を

実施している。 

学習支援無料塾と言っても、勉強や学習が中心ではなく友達作りが目的であり、様々

な家庭環境におかれている子どもたちの居場所としての活用目的として今後位置付けて

いく必要がある。 

学習塾、無料塾に関して大事なのは担い手であって、今後は指導者を養成する研修や

仕組み作りが必要である。退職した教員に指導をお願いしても、現職だったときの指導

方法と現在の指導方法が違うので、自信がないと断られることがある。現在の指導方法

と合致した研修を設けて、教員資格を持った方々、又は学生に指導者になってもらうよ

うな制度にしたほうがよい。 

放課後の居場所として学校開放があるが、安全性から見ても実施ができない状況にあ
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る。学校の校庭を放課後に開放している他の自治体でやっているというので情報も知り

たい。 

公民館を拠点とした学習支援は可能であるのではないか。 

コロナの影響があって学生ボランティアが減少しているのも現実である。 

今後について、中学校で学習支援授業が終了してしまう原因を聞きたい。学校の校庭

を放課後に開放している事例を聞きたい。実際にこれから中央区内で学習塾などを立ち

上げるところの話を聞きたい。退職した教員の不安などを聞きたい。児童館などの既存

施設で統廃合がされた施設を有効活用できないか。などの意見があった。 

 

グループ２（発言者：末長委員） 

買物支援に対する実験的取組の検討と実施について、横山地区で移動販売を行ってい

るので横山地区での実績について情報共有を行った。いろいろな問題点があって、消費

者の高齢者たちが満足にしていないのが現状である。「品物がマンネリ化している」、「出

張料として１品あたり１０円かかる」などの問題があり、移動販売利用者が減ってい

る。イオンには要望しているが改善されないので、これを第７期の課題にするのは難し

い。 

移動手段について、運転手が高齢化しているので、安心して運行できるか不安があ

る。 

小田急延伸について、区民会議では大きすぎる。 

第６期で決まった重点行動を進めるのは難しいため、もう一度、区民会議でできるこ

とは何かを各委員で次回までに考えてくることとなった。 

 

（飯島会長） 

小田急延伸については、大きな話であるが、小田急からなぜやらないかという話を聞

くのもいいのではないか。また、イオンにも品物を変えるなどの要望を伝えるのもよい

のではないか。 

 

 グループ３（発言者：八木委員） 

２つのテーマから本日は「地域ネットワークの充実」について中心に話し合いを行っ

た。現在発行している月２回の広報さがみはらなど、相模原市の情報をいかに市民に届

けていくのかというところで、自治会の活用、LINEアカウントの活用、ホームページ、
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ユーチューブ動画など、相模原市でも幅広く行っているが、どのような手段で広報して

いるかが広く周知できていない課題がある。QRコードの活用など他の方法もこれから行

っていく必要があるのではないか。次回は、広聴広報課の職員に広報の課題等について

話を聞きたい。「地域ネットワークの充実」が終わり次第「都市の自然を次世代につなげ

るまちづくり」について話し合っていく予定。 

 

閉 会 

 小林副会長あいさつの後、閉会。 
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第７期第２回相模原市中央区区民会議 委員出欠席名簿 

№ 氏   名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 安 藤 孝 洋 小山地区まちづくり会議  出席 

２ 飯 島 泰 裕 学識経験者（青山学院大学） 会 長 出席 

３ 飯 塚 芳 雄 相模原市民生委員児童委員協議会  出席 

４ 小 川 紳 夫 相模原市公民館連絡協議会  出席 

５ 加賀谷育子 特定非営利活動法人男女共同参画さがみはら  出席 

６ 小 林 充 明 上溝地区まちづくり会議 副会長 出席 

７ 斎 藤 奈 美 特定非営利活動法人さがみはら環境活動ﾈｯﾄﾜｰｸ会議  出席 

８ 酒 井 志 保 相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会  欠席 

９ 坂 本 洋 三 相模原市地区社会福祉協議会中央区連絡会  出席 

10 清 水 洋 子 相模原市私立保育園・認定こども園園長会  出席 

11 代 田 修 田名地区まちづくり会議  出席 

12 末 永 暁 子 横山地区まちづくり会議  出席 

13 鈴 木 泰 信 中央地区まちづくり会議  欠席 

14 髙 橋 采 花 公募委員  出席 

15 田 所  豊 相模原交通安全協会  出席 

16 丹 波 晴 道 清新地区まちづくり会議  出席 

17 中 村 太 郎 相模原商工会議所  出席 

18 原 田 克 也 一般社団法人相模原市医師会  出席 

19 水 谷 好 男 公益社団法人相模原市観光協会  出席 

20 森田麻里子 公募委員  出席 

21 八 木 貴 弘 公益社団法人相模原青年会議所  出席 

22 八 木 鉄 雄 星が丘地区まちづくり会議  出席 

23 山 口 信 郎 大野北地区まちづくり会議  出席 

24 横 山 志 穂 公募委員  出席 

25 割 柏 秀 規 光が丘地区まちづくり会議  出席 


